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Abstract 

Electromagnetic (EM) simulators become popular and very useful to simulate high frequency 

circuits. Last year, canonical problems (conducting/dielectric sphere, dipole antenna, patch 

antenna, waveguide slot antenna, standard gain horn antenna, on-chip spiral inductor and 

on-chip capacitor) were prepared and tips to solve those problems using EM simulators were 

discussed. This year, accuracy and speed of simulation will be discussed using some of 

canonical problems. 

 

1. はじめに 

電磁界シミュレータは高周波回路設計に不可欠な

ツールとなっている。昨年の MWE のワークショッ

プでは導体球／誘電体球による散乱、ダイポールア

ンテナ、パッチアンテナ、導波管スロットアンテナ、

標準ホーンアンテナ、オンチップスパイラルインダ

クタ／キャパシタの規範問題を準備し電磁界シミュ

レータでどのように規範問題をモデル化して解くべ

きか議論を行った[1][2]。規範問題には、(1)解析的に

解くことができる厳密解、および、(2)解析的には解

けないが実験値あるいは近似が入った数値解析例の

2 種類がある。学会による規範問題の提供には、次の

ような効果があると考えられる。 

・ 初学者および新人が規範問題をシミュレータで

解くことで練習問題となり、シミュレータ使用の

導入となる。 

・ シミュレータをブラックボックスとして使用す

る際にも、規範問題の参照解と比較することで単

純な間違いを回避できる。 

・ 学会が規範問題を提供することで、複数のシミュ

レータで同一の規範問題を解いて結果の比較を

行うことができる。 

・ 規範問題を通して、シミュレータでどのようにモ

デリングすればよいか使用上の勘所について意

見交換ができる。 

本年は昨年の規範問題の一部および新問題を用い

て、精度と速度をどのように制御することができる

か議論を行う。規範問題の例として、昨年と同様の

導体球／誘電体球による散乱問題および円形マイク

ロストリップアンテナを取り上げる。メッシュ数の

増加による精度と計算コストの問題について議論を

行う。 

 


